
　

春
爛
漫
の
候
、
今
年
も
盛
大
に
第

六
十
四
回
東
書
藝
展
の
開
幕
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
大
変
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
開
催
に
向
け
て
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
役
員
は
じ
め
会
員
の

皆
様
、
ま
た
関
係
各
位
に
対
し
心
か

ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
展
出
品
要
項
の
冒
頭
に
「
自
由

か
つ
大
胆
な
作
品
の
発
表
を
企
画
し
、

も
っ
て
書
壇
に
新
風
を
送
ら
ん
と
す
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
高
ら
か
に
謳
わ
れ

て
い
ま
す
。
本
会
創
立
当
初
か
ら
の

も
の
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
読
む
た

び
に
誇
ら
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

芸
術
は
す
べ
か
ら
く
自
由
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
由
の
中
か
ら
こ

そ
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

し
か
し
、
自
由
と
い
う
こ
と
は
勝
手

気
儘
と
は
違
い
ま
す
。
日
々
、
書
の

古
典
に
謙
虚
に
対
し
、
技
術
を
高
め

精
神
を
養
っ
て
こ
そ
は
じ
め
て
可
能

で
あ
る
こ
と
を
深
く
自
覚
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
書
を
始

め
て
間
も
な
い
方
に
そ
れ
を
要
求
す

る
の
も
無
理
が
あ
る
こ
と
は
十
分
承

知
し
て
い
ま
す
。
要
は
そ
れ
を
心
掛

け
る
か
ど
う
か
が
肝
心
で
す
。

　

少
々
気
が
早
い
か
し
れ
ま
せ
ん
が
、

　

会　
　

長　
　

風

岡

五

城

 

　
　
　
第
六
十
四
回
展
　
審
査
会

　

第
六
十
四
回
展
審
査
会
は
、
三
月

二
日
・
三
日
の
両
日
、
今
年
も
東
桜

会
館
に
て
行
わ
れ
た
。
部
門
別
に
は

漢
字
多
字
数
作
品
が
や
は
り
多
く
、

点
数
は
会
員
・
準
会
員
・
会
友
と
微

減
だ
っ
た
が
、
公
募
作
品
に
増
加
が

見
ら
れ
て
喜
ば
し
い
。
例
に
よ
っ
て

審
査
部
を
中
心
に
周
到
に
運
営
さ

れ
、
鑑
別
は
厳
格
で
公
平
公
正
な
も

の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
大
賞
に
棚
橋

藍
水
、
準
大
賞
に
山
田
芳
穂
の
両
氏

が
決
定
し
た
。

来
年
は
六
十
五
回
の
節
目
の
年
を
迎

え
ま
す
。
最
近
の
出
品
点
数
減
少
か

ら
転
じ
て
増
を
目
指
す
と
と
も
に
、

内
容
の
益
々
の
充
実
を
期
し
て
研
鑽

に
励
ま
れ
ん
こ
と
を
切
に
願
う
と
こ

ろ
で
す
。

　

創
始
者
で
あ
る
大
池
晴
嵐
先
生
が
提
唱
さ
れ
た
「
百
花
百
色
」

を
標
榜
し
、
中
部
書
壇
の
中
核
と
し
て
歩
み
を
進
め
て
き
た
東
書

藝
。
こ
こ
に
渾
身
の
作
を
結
集
し
、
そ
の
真
価
を
世
に
問
わ
ん
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

大
　
賞
・
棚
橋
藍
水
氏

準
大
賞
・
山
田
芳
穂
氏

第
六
十
四
回 

東
海
書
道
藝
術
院
展
開
幕

第
一
三
一
号

会

報
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会
員
の
部

【
大　

賞
】

棚
橋　

藍
水

【
準
大
賞
】

山
田　

芳
穂

【
知
事
賞
】

中
林　

光
露

【
領
事
館
賞
】

伊
藤　

恵
翠

【
県
教
委
賞
】

加
藤　

珠
香

【
中
日
賞
】

今
枝　

櫻
舟

加
藤　

紅
華

【
東
書
藝
賞
】

神
野　

冨
子

【
特　

選
】

鈴
木　

彩
咲

秋
田　

清
蘭

嶋
野　

緋
園

富
田　

麗
水

奥
田　

康
山

大
山　

湯
泉

浅
井　

紅
苞

中
村　

青
桐

竹
内　

輝
芳

【
秀　

作
】

犬
飼　

美
華

稲
山　

鹿
山

渡
邉　

翠
峰

生
田　

香
春

鈴
木　

祥
風

鎌
田　

岳
風

中
野　

尚
子

磯
貝　

紫
箭

白
井　

美
鳳

矢
田　

麗
華

鈴
木　

素
風

【
褒　

賞
】

伊
藤　

紫
香

後
藤　

翠
鳳

佐
野　

祥
林

準
会
員
の
部

【
市
長
賞
】

水
野　

白
蓮

【
県
教
委
賞
】

宮
田　

杏
花

【
市
教
委
賞
】

中
根　

静
流

【
中
日
賞
】

吉
戸　

清
華

【
東
書
藝
賞
】

松
尾　

華
景

杉
原　

弘
子

【
推　

薦
】

今
井　

宗
龍

岡
部　

緑
園

安
田　

琳
華

【
特　

選
】

佐
藤　

江
月

松
尾　

芳
香

小
町
谷
空
山

高
橋　
　

雅

山
本　

春
風

西
村　

麻
實

伊
神　

暁
風

北
川　

栄
水

小
川　

清
秋

髙
木
田
鶴
子

中
川　

錦
舟

冨
永　

奇
紳

【
秀　

作
】

伊
藤
壽
萬
子

鈴
木
希
代
美

服
部　

草
心

佐
藤　

麗
光

越
山　

陶
軒

杉
浦　

真
理

根
岸　

朋
華

加
藤　

素
水

奥
村　

知
翠

山
本　

紅
舟

松
井　

靖
泉

小
川　

胡
蝶

吉
田　

翠
紅

田
中　

愛
乃

江
場
由
紀
子

河
野　

光
映

岡
田　

豊
苑

会
友
の
部

【
市
教
委
賞
】

伊
藤　

緑
香

【
中
日
賞
】

森　
　

雅
竹

【
東
書
藝
賞
】

増
田　

孝
志

鈴
木　

清
光

中
根　

冬
泉

金
谷　

典
子

平
林　

利
郎

【
推　

薦
】

川
村　

紅
葉

水
野　

陽
雲

前
田　

善
惠

川
村　

大
観

石
川　

明
正

今
枝
祐
香
里

佐
々
木
治
子

渡
辺　

邦
子

大
里　

紅
舟

鈴
木　

久
江

【
特
選
】

加
納　

曠
達

恒
川　

玲
舟

井
上　

麗
翠

伊
藤　
　

秀

坂
巻　

春
光

伊
藤　

蕙
翠

今
田　

春
恵

西
本　

康
子

長
縄　

和
子

森
岡　

紅
苑

松
浦　

白
沙

大
野　

清
泉

中
川　

翠
麗

三
島　
　

晃

川
原　

妍
月

村
田　

恵
美

熊
澤　

華
香

北
河　

光
春

牧
野　

友
里

近
藤　

七
峰

土
屋　

百
代

【
秀　

作
】

大
岡　

央
宜

岩
橋　

道
子

荒
木　

紀
柳

松
薗　

彩
子

齋
藤　

逢
花

西
川　

順
香

伊
藤　

紫
香

豊
島　

翆
苑

渋
谷　

恵
子

水
野　

華
翠

山
㟢　

春
霞

菱
川　

芳
香

酒
井　

翠
光

伊
藤　

露
舟

近
藤　

栄
香

鬼
頭
由
美
子

斉
木　

孝
子

山
田　

美
溪

公
募
の
部

【
中
日
賞
】

沖
賀　

鈴
音

【
東
書
藝
賞
】

清
水　

玲
翠

水
野　

碧
友

浦
野　

博
夫

野
田　

弘
美

【
推　

薦
】

岩
井　

玲
翠

山
口　

花
扇

堀
田　

紫
泉

増
田　

晶
子

山
田
な
つ
湖

堀
場　

春
陽

後
藤　

綾
乃

暮
石　

知
子

鈴
木　

香
石

【
特　

選
】

藤
堂　

秋
嶺

小
川　

月
菜

齋
藤　

秀
凰

阿
久
津
瞭
夏

毛
利　

春
蘭

森
本　

紗
綺

佐
藤
祐
貴
子

竹
井　

寳
山

永
井　

恵
草

燕　
　

月
花

山
中
友
梨
夏

小
笠
原
初
江

高
根　

颯
太

伊
藤　

陽
子

林　
　

澄
子

堀
尾　

象
仙

後
藤　

南
星

三
輪　

啓
子

【
秀　

作
】

山
田　

礼
子

山
口　

直
子

宮
本　

聖
堂

永
井　

麗
扇

大
井
美
沙
季

谷
村　

祥
香

今
西　

南
龍

堀
内　

花
香

五
味　

千
裕

上
田
佐
智
子

山
本　

理
恵

宮
㟢　

美
麗

穂
浪
由
美
子

原　
　

久
子

大
竹　

直
人

八
木　

信
江

雄
山　

瑞
祥

第
六
十
四
回
東
書
藝
展

　

各

部

受

賞

者

名

会場で審査する先生方

　

審
査
員
の
先
生
方

審
査
長

豆
子
甲
水
之

会
員
・
準
会
員
の
審
査
員

風
岡　

五
城　
　

安
藤　

清
舟

久
野　

北
崖　
　

西
尾　

邑
城

水
谷　

紅
楓　
　

今
枝　

大
軒

松
浦　

白
碩　
　

山
本　

晴
城

　
会
友
・
公
募
の
審
査
員

安
藤　

餘
香　
　

井
口　

清
華

井
浪　

幸
潭　
　

岡
本　

恵
園

勝
田　

晃
拓　
　

加
山　

幽
石

河
野　

春
園　
　

近
藤　

春
雪

谷
口　

竹
城　
　

羽
根
田
菖
橋

堀
場　

仁
翠
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'17  

東
書
藝
院
人
研
修
会
開
催

　
　

平
成
二
十
九
年
の
院
人
研
修
会
が
、
二
月
五
日
（
日
）
に
愛
知
県
芸
術

文
化
セ
ン
タ
ー
十
二
階
の
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

久
野
北
崖
副
会
長
の
開
会
の
言
葉
に
続
き
、
講
話

「
漢
字
の
成
り
立
ち
と
歴
史
」、ビ
デ
オ
鑑
賞「
書
の
道
」

と
今
回
も
二
本
立
て
の
研
修
で
あ
る
。
書
作
品
を
つ

く
る
上
で
必
要
な
知
識
や
心
構
え
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。
尚
、
参
加
者
総
数
は
百
十
二
名
だ
っ
た
。

◇
講
話

�

「
漢
字
の
成
り
立
ち
と
歴
史
」

　
講
師

　
　
愛
知
教
育
大
学
名
誉
教
授

野
村 

茂
夫
先
生

　　

漢
字
は
一
つ
一
つ
の
文
字
に
意
味

が
あ
る
表
意
文
字
で
あ
る
。
書
を
書

く
上
で
、
そ
の
漢
字
の
意
味
や
成
り

立
ち
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
大
切

で
、
そ
れ
が
出
来
て
よ
り
よ
い
書
と

な
る
。

　

漢
字
の
構
成
や
成
り
立
ち
に
つ
い

て
は
許
慎
（
後
漢
）
に
よ
っ
て
書
か

れ
た
『
説
文
解
字
叙
』
に
よ
っ
て
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
で
六
書

「
指
事
、
象
形
、
形
声
、
会
意
、
転

注
、
仮
借
」
と
い
う
分
類
を
確
定
し

て
い
る
。
例
え
ば
、「
閑
」
と
い
う

字
は
「
門
」
と
「
木
（
し
き
り
の

意
）」
と
い
う
二
つ
の
意
味
を
持
っ

た
字
の
組
み
合
わ
せ
で
で
き
た
も
の

で
「
会
意
」
と
呼
ぶ
。「
郷
」「
既
」

「
即
」
も
ご
飯
を
炊
く
道
具
と
人
の

様
子
を
組
み
合
わ
せ
た
「
会
意
」
で

あ
る
。「
木
」
の�

横
画
よ
り
上
に
し

る
し
が
つ
い
て「
末
」、
下
に
し
る
し

が
つ
い
て
「
本
」
の
よ
う
に
、
伝
え

た
い
こ
と
を
指
し
示
し
た
も
の
を

「
指
事
」、
イ
（
に
ん
べ
ん
＝
意
味
を

表
す
要
素
）
と
憂
（
ユ
ウ
＝
発
音
を

表
す
要
素
）
と
で
つ
く
ら
れ
た
も
の

を
「
形
声
」、「
間
」
と
「
閒
」
の
よ

う
に
発
音
だ
け
借
り
て
他
の
字
を
代

用
と
す
る
も
の
を
「
仮
借
」
と
し
て

い
る
。
日
本
で
も
漢
字
の
成
り
立
ち

を
様
々
に
説
明
す
る
が
俗
説
も
多
い
。

例
え
ば
「
親
」
と
い
う
字
は
木
の
上

に
立
っ
て
子
ど
も
を
見
守
る
と
い
う

説
明
が
あ
る
が
こ
れ
は
俗
説
で
、
本

来
は
位
牌
な
ど
に
使
う
神
聖
な
木
を

選
ぶ
と
い
う
意
味
か
ら
親
し
い
人
、

親
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
秦
の
時
代
に
は
八
体
「
大

篆
、
小
篆
、
刻
符
（
割
符
に
書
く

字
）、
蟲
書
（
旗
に
書
く
字
）、
摹
印

（
印
に
書
く
字
）、
署
字
（
額
に
書
く

字
）、
殳
字
（
武
器
に
書
く
字
）、
隷

書
」
が
あ
っ
た
。
更
に
漢
代
に
な
っ

て
隷
書
が
く
ず
れ
た
草
書
が
で
き
た
。

　
『
説
文
解
字
』
は
文
字
学
の
権
威

で
あ
る
。
し
か
し
、
十
九
世
紀
に
甲

骨
文
字
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
許
慎

の
知
識
よ
り
五
百
年
ほ
ど
古
い
文
字

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
結
果
『
説
文
解
字
』
の
二
、三

割
は
訂
正
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

例
え
ば
、「
王
」
と
い
う
字
の
成

り
立
ち
に
つ
い
て
、『
説
文
解
字
』

で
は
横
画
の
三
本
が
そ
れ
ぞ
れ
天
、

地
、
人
を
表
し
、
そ
れ
を
貫
く
も
の

と
し
て
王
が
い
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、

甲
骨
文
の
発
見
に
よ
り
王
の
字
の
原

形
は
「
ま
さ
か
り
」
の
象
形
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
「
東
」
は

日
（
＝
太
陽
）
が
木
の
中
ほ
ど
に
あ

る
様
子
か
ら
で
き
た
と
さ
れ
て
い
た

が
、
実
際
は
袋
の
上
下
を
結
ん
だ
も

の
「
橐
」
と
発
音
が
共
通
し
て
い
る

こ
と
が
字
源
で
、
こ
の
よ
う
に
字
に



（4）

表
し
に
く
い
も
の
は
音
を
借
り
て
つ

く
ら
れ
た
。「
無
」「
朕
」「
吾
」「
我
」

等
も
同
様
で
あ
る
。

　

そ
の
他
に
「
憂
」
は
喪
中
に
あ
っ

て
愁
え
る
人
の
形
に
、
心
を
加
え

た
形
、「
夏
」
は
儀
容
を
整
え
て
舞

う
人
の
形
、「
麦
」
は
麥
と
つ
く
り
、

下
の
部
分
は
麦
ふ
み
を
あ
ら
わ
す
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
『
大
漢
和
辞
典
』
は
『
説
文
解
字

に
基
づ
く
説
明
が
さ
れ
て
い
る
の
で

字
源
を
調
べ
る
際
、
注
意
す
べ
き
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
漢
字
の
成
り
立
ち
は

調
べ
て
み
る
と
非
常
に
興
味
深
い
も

の
で
あ
る
。
作
品
づ
く
り
に
お
い
て
、

画
家
は
人
を
描
く
時
は
人
体
の
骨
格

か
ら
学
ぶ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
書

を
す
る
人
は
字
の
成
り
立
ち
を
知
り
、

文
章
を
し
っ
か
り
理
解
し
た
上
で
取

り
組
む
と
一
層
立
派
な
字
が
書
け
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

◇
ビ
デ
オ
鑑
賞

　「
書
の
道
―
映
像
で
つ
づ
る
中
国

書
道
の
旅
」

�　
「
書
の
道
」
シ
リ
ー
ズ
の
第
二
巻

「
山
東
摩
崖
と
史
跡
」。

　

�

鄭
道
昭
（
南
北
朝
時
代
・
北
魏

の
官
吏
）
ら
に
よ
る
摩
崖
刻
石
の
貴

重
な
映
像
を
鑑
賞
し
た
。
円
筆
と
方

筆
を
う
ま
く
取
り
混
ぜ
た
北
魏
様
式

の
古
典
を
学
ぶ
上
で
参
考
と
な
っ
た
。

　

平
成
二
十
九
年
一
月
四
日
か
ら
九

日
ま
で
、
愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
「
今
日
の
書
展　

三
十
回
記
念

展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
東
海
地
方
の

四
つ
の
書
道
団
体
の
会
員
が
出
品
す

る
本
書
展
は
、
多
種
多
様
な
作
風
に

彩
ら
れ
、
総
数
二
七
五
点
が
展
示
さ

れ
た
。

　

書
展
は
今
年
で
三
十
年
目
を
迎
え
、

記
念
と
し
て
、
構
成
四
団
体
の
、
創

設
に
尽
力
し
た
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る

先
達
十
二
人
に
敬
意
を
表
し
、
特
別

展
示
が
行
わ
れ
た
。

　

四
日
に
は
、
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク

名
古
屋
（
東
区
）
で
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
、
出
品
者
に
よ
る
交
流
が
行

わ
れ
た
。

会
に
先

立
っ
て

「
ア
ル

ゼ
ン
チ

ン
タ
ン

ゴ
ダ
ン

ス
」
の

披
露
が
あ
り
、
本
場
の
情
熱
的
な
ダ

ン
ス
に
魅
了
さ
れ
た
。

　

挨
拶
で
は
玄
玄
書
作
院
の
久
保
田

関
山
先
生
よ
り
書
展
三
十
年
の
歴
史

が
語
ら
れ
た
。
構
成
す
る
各
派
が
持

ち
回
り
で
代
表
を
務
め
る
と
い
う
画

期
的
な
書
展
の
結
成
に
あ
た
り
作
成

さ
れ
た
「
趣
意
書
」
も
紹
介
さ
れ
、

中
部
圏
の
書
道
の
発
展
を
担
う
本
展

の
意
義
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
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今
日
の
書
展

 

開
催

，

特別展示作品前で



（5）
　

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日
～

二
十
九
日
、
名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
栄
に
於
い
て
、
恒
例
の
代
表
作
家

展
が
開
催
さ
れ
た
。
幹
部
・
常
任
理

事
か
ら
四
十
二
点
の
展
示
。
今
年
は

事
情
で
会
場
の
変
更
が
あ
っ
た
が
、

出
品
者
の
志
気
は
高
く
、
意
欲
溢
れ

る
大
作
が
並
ん
だ
。
作
家
そ
れ
ぞ
れ

が
、
古
典
に
則
っ
た
上
で
個
性
を
発

揮
し
て
い
て
、
東
書
藝
ら
し
く
各
書

体
・
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
、
大

い
に
楽
し
め
た
展
覧
だ
っ
た
と
思

う
。
尚
、
会
期
中
の
観
覧
者
数
は
、

千
三
十
一
名
で
あ
っ
た
。

　

勝
川
香
艸
会
長
、
伊
藤
春
魁
理
事

長
両
先
生
が
力
強
く
率
い
る
梓
会
。

記
念
の
特
別
展
示
も
あ
っ
た
四
十
回

展
の
思
い
を
、
こ
こ
に
熱
く
寄
せ
て

下
さ
っ
た
。

　
四
十
回
展
を
終
え
て

　

三
月
七
日
～
十
二
日
、
愛
知
県
美

術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
於
い
て
、
第

四
十
回
梓
会
書
道
展
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
先
師
勝
川
香
雲

先
生
が
他
界
さ
れ
十
三
年
、
歳
月
の

流
れ
の
速
さ
に
驚
く
ば
か
り
で
す
。

師
の
教
え
を
継
承
し
つ
つ
も
時
代
に

即
応
す
る
作
品
を
奨
励
し
、
現
会
長

勝
川
香
艸
の
も
と
、
牛
歩
の
如
く
で

は
あ
り
ま
す
が
着
実
に
歩
み
を
続
け

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
四
十
回
展
は
会
員
の
和
が

広
が
り
出
品
点
数
は
昨
年
よ
り
多
い

一
八
〇
点
を
数
え
ま
し
た
。
ま
た

U
23
部
門
を
設
け
た
こ
と
に
よ
る
若

手
の
台
頭
。
そ
し
て
師
が
力
を
注
い

た
「
高
齢
の
方
も
大
作
に
挑
め
る
環

境
と
意
識
づ
く
り
」
と
が
相
俟
っ
て
、

老
若
男
女
が
楽
し
く
学
べ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
と
喜
び
を
感
じ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
諸
先
生
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
、

師
系
で
あ
る
田
中
塊
堂
先
生
、
伊
藤

鳳
雲
先
生
の
「
大
字
か
な
」
の
本
流

を
学
べ
る
恩
恵
に
感
謝
と
幸
せ
を
感

じ
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
会
期
中
、

多
く
の
先
生
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を

借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
伊
藤
春
魁
）

第
五
十
二
回
　
新
春
東
書
藝
代
表
作
家
展

第
四
十
回
公
募

梓
会
書
道
展
開
催

風岡五城会長木村大澤理事長 安藤清舟副会長

久野北崖副会長

豆子甲水之名誉会長
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今
後
の
予
定

◇
第
39
回
宏
道
書
会
選
抜
展

会
期　

29
年
5
月
16
日
㈫
～
21
日
㈰

会
場　

栄
サ
ン
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

宏
道
書
会
（
山
本
晴
城
）

◇
第
30
回
麦
積
書
展

会
期　

29
年
6
月
7
日
㈬
～
11
日
㈰

会
場　

岡
崎
市
美
術
館
2
F

主
催　

麦
積
会
（
今
井
麦
苑
）

◇
平
成
29
年
度
東
書
藝
総
会

期
日　

29
年
6
月
18
日
㈰

会
場　

中
電
ホ
ー
ル

◇
第
24
回
無
名
會
書
展

会
期　

29
年
6
月
27
日
㈫
～

　
　
　

7
月
2
日
㈰

会
場　

名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄
8F

主
催　

無
名
會
（
渡
辺
清
香
）

◇
第
59
回
新
道
書
道
会
展

会
期　

29
年
6
月
30
日
㈮
～

　
　
　

7
月
2
日
㈰

会
場　

四
日
市
市
文
化
会
館

主
催　

新
道
書
道
会（
豆
子
甲
水
之
）

◇
'17 
心
象
展

会
期　

29
年
7
月
11
日
㈫
～
17
日
㈪

会
場　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

好
日
社
（
岩
田
冬
崖
）

◇
'17 
「
今
日
の
書
」
代
表
作
家
展

会
期　

29
年
7
月
18
日
㈫
～
24
日
㈪

会
場　

中
日
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

中
部
圏
書
芸
作
家
協
議
会

　
　
　

中
日
新
聞
社

◇
古
稀
陶
山
書
展

会
期　

29
年
7
月
18
日
㈫
～
23
日
㈰

会
場　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
池
下
２
１
１
２

主
宰　

尾
関
陶
山

◇
第
7
回
稲
香
印
社
展 

篆
刻
と
書

会
期　

29
年
7
月
25
日
㈫
～
30
日
㈰

会
場　

名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄
8F

主
催　

稲
香
印
社
（
梶
田
稲
州
）

◇
第
43
回
宏
道
書
展

会
期　

29
年
8
月
22
日
㈫
～
27
日
㈰

会
場　

�

電
気
文
化
会
館
5
Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

宏
道
書
会
（
山
本
晴
城
）

◇
第
60
回
游
心
書
展

会
期　

29
年
9
月
5
日
㈫
～
10
日
㈰

会
場　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

游
心
書
道
会
（
松
浦
白
碩
）

◇
第
51
回
碩
山
書
院
一
門
展

会
期　

29
年
9
月
9
日
㈯
～
10
日
㈰

会
場　

�

蒲
郡
市
民
会
館
東
ホ
ー
ル

主
催　

碩
山
書
院
（
大
竹
翠
葉
）

　
　
　

仝
振
興
会

社
中
の
歩
み

◇
第
32
回
景
雲
社
「
絆
」
書
道
展

会
期　

28
年
12
月
7
日
～
18
日

主
催　

景
雲
社
（
勝
田
晃
拓
）

◇
第
33
回
花
墨
会
展

会
期　

28
年
12
月
10
日
・
11
日

主
宰　

松
岡
麗
泉

◇
第
40
回
公
募
梓
会
書
道
展

会
期　

29
年
3
月
7
日
～
12
日

主
催　

書
道
研
究
梓
会

　
　
　
　
（
勝
川
香
艸
・
伊
藤
春
魁
）

◇
第
八
回
幽
石
書
道
会
展

会
期　

29
年
3
月
9
日
～
14
日

主
催　

幽
石
書
道
会
（
加
山
幽
石
）

◇
葵
友
会
小
品
展

会
期　

29
年
3
月
24
日
～
26
日

主
催　

葵
友
会
（
鈴
木
礼
美
）

編

集

後

記

▽�

第
64
回
展
入
選
入
賞
の
方
々
に
、

　

心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
院
人
研
、
今
日
の
書
展
は
堀
江
が
、

　

他
は
加
藤
が
担
当
し
ま
し
た
。

TOPICS
劉
作
勝
書
画
展

　

平
成
二
十
九
年
二
月
七
日
～

十
二
日
、
昨
夏
研
修
で
講
演
頂

い
た
愛
知
学
院
大
学
准
教
授
・

劉
作
勝
先
生
の
書
画
展
が
、
栄

サ
ン
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開

催
さ
れ
た
。
高
い
文
人
的
な
教

養
と
道
徳
が
求
め
ら
れ
る
と
い

う
「
書
画
同
源
」
の
考
え
。
そ

の
表
現
・
思
想
の
発
表
が
主
題

と
お
話
し
さ
れ
た
作
品
四
十
八

点
が
並
ぶ
。
格
調
高
い
書
と
画

が
自
然
に
響
き
合
う
心
地
良
さ

に
、
感
服
し
た
展
覧
だ
っ
た
。

　
肝
心
肝
文 　

落  

款

　

今
展
審
査
会
の
折
、
落
款
に
つ
い

て
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
次
の
誤
り
に

注
意
し
た
い
。

▼
臨
書
と
創
作
の
別
の
誤
り

臨
書
で
あ
る
の
に
○
○
臨4

と
せ
ず
、

○
○
書4

と
し
た
。

▼
録
と
書
の
重
複

録4

○
○
を
、
録4

○
○
書4

と
し
た
。

▼
印
の
み
で
署
名
が
な
い

現
代
的
な
も
の
は
別
と
し
て
、
伝
統

的
な
も
の
に
は
署
名
+
印
を
。

　

落
款
は
作
品
の
価
値
に
も
影
響
す

る
重
要
な
も
の
。
正
し
く
記
し
て
、

目
指
す
表
現
の
完
成
と
し
た
い
。

平
成
二
十
九
年
四
月　

第
一
三
一
号

発
行　

東
海
書
道
藝
術
院

編
集　

加　

藤　

松　

亭

　
　
　

堀　

江　

龍　

舟　


